






7 8

 

・UN 3091、UN 3480、UN 3481 

・旅客または乗務員が携行する危険物の規定に該当するリチウム電池（充電可および充電不可）(表 2.3.A 参照)。 

 

訂正 JQ（ジェットスター航空） 

JQ-03 すべての新品および使用済みの内燃機関の輸送は運航者認可を必要とする（2.3.5.15 参照）。新品および使用済

みの内燃機関は旅客の手荷物としての輸送は受託しない。 

新規追加 

JQ-05 UN 3480 の輸送 - リチウムポリマー電池を含むリチウムイオン電池はジェットスター航空機で貨物としての輸送を禁

止する。これは包装基準 965 の SectionⅠA、ⅠB およびⅡに適用する。 

この禁止から適用免除される輸送は以下のとおりである。 

・A.O.G予備品として出荷されるUN 3480リチウムイオン電池（リチウムポリマー電池を含む）。 

◦“A.O.G Spares”の文言が危険物申告書の“Additional Handling Information”欄または危険物申告書が要求されな

い場合には航空貨物運送状の“Handling Information”か“Nature and Quantity of Goods”欄に記載されなけれ

ばならない。 

・緊急救命装置（他の輸送手段が使用できない場合）として出荷されるUN 3480 リチウムイオン電池（リチウムポリマー電池 

を含む）。 

◦“Urgently required to Support Life-Saving Devices”の文言が危険物申告書の“Additional Handling Information”欄

または危険物申告書が要求されない場合には航空貨物運送状の“Handling Information”か“Nature and Ｑｕａｎｔｉｔy 

 of Goods”欄に記載されなければならない。 

上記適用免除される輸送は以下でなければならない。 

・それぞれ正味量100kg以下であること。 

・危険物規則書の関連部分に従っていること（たとえば使用される場合、危険物申告書）、 

・１航空機当たりの合計重量が100kg以下であること。 

・クラスC貨物室に搭載すること（下部貨物室のみ）。 

 

訂正 JU（ヤット航空）以下のとおり 

JU JAT Airways（ヤット航空）Air Serbia（セルビア航空） 

JU-08 固形二酸化炭素（ドライアイス） ─ UN 1845、貨物室当たりの正味量が 100 kg まで。貨物として輸送する場合は

コンパートメントあたりの正味量は B737 で 100kg を、A320 で 243kg を超えてはならない。A319 の制限量は“cargo booking 

@airserbia.com”で案内している。 

JU-11 医療用に必要な酸素または空気の小型ガスシリンダーは、ヤット航空セルビア航空の認可がある場合で、受託手荷

物として空の状態に限り受託する。旅客が追加の酸素を必要とする場合はヤット航空セルビア航空が事前手配をし、有償

で提供する。 

新規追加 

JU-13 リチウム金属電池はセルビア航空機で貨物としての輸送は禁止する。これは包装基準 968-970 の Section ⅠA、

ⅠB およびⅡに適用される。 

 

訂正 KA（香港ドラゴン航空） 

KA-01 （空欄）UN 3480 リチウムイオン電池。リチウムイオン単電池および組電池はドラゴン航空機での貨物としての輸送を

禁止する。これは包装基準 965 の SectionⅠA、ⅠB およびⅡに適用される。 

この禁止事項は以下には適用されない。 

・包装基準 966 および 967 に従い機器と共に包装されたまたは機器に組み込まれたリチウムイオン単電池および組電池

(UN3481)、または 

・旅客または乗務員が携行する危険物の規定が適用されるリチウム電池（充電可および充電不可）（2.3.2 から 2.3.5 および



9 10

 

表 2.3.A 参照）。 

KA-07 UN 3090 リチウム金属電池。リチウム金属単電池および組電池は、香港ドラゴン航空の航空機で貨物としての輸

送は禁止する。これは、包装基準 968 の SectionⅠA、ⅠB および SectionⅡに適用される。この禁止事項は以下には適用 

されない。 

・包装基準 969 および 970 に従い、機器と共に包装されまたは機器に組み込まれたリチウム金属単電池または組電池（UN 

3091）および包装基準 965 から 967 に従っているリチウムイオン単電池および組電池（UN 3480 および UN 3481）、または 

・旅客または乗務員が携行する危険物についての規定が適用されるリチウム電池（充電可および充電不可）（2.3.2 から 2.3.5

および表 2.3.A 参照）。 

 

訂正  KL（KLM オランダ/シティホッパーB.V. 航空） 

新規追加 

KL-06 UN 3480 リチウムイオン電池は下部貨物室のユニットロードデバイス（ULD）に搭載されることが望ましい。このため包 

装基準 965 SectionⅡに従って準備された UN 3480 リチウムイオン電池を収納した ULD で、荷送人により積みつけられた 

ものが 9.1.4.1（g）で許可される場合、下部貨物用 ULD として輸送に供されるのが望ましい。 

 

訂正 LD（エアー香港） 

LD-01 （空欄）UN 3480 リチウムイオン電池。リチウムイオン単電池および組電池はエアー香港航空機の貨物としての輸送

は禁止する。これは包装基準 965 の SectionⅠA、ⅠB およびⅡに適用される。 

この禁止事項は以下には適用されない。 

・包装基準 966 および 967 に従い機器と共に包装されたまたは機器に組み込まれたリチウムイオン単電池および組電池 

(UN 3481)。または 

・旅客または乗務員が携行する危険物の規定が適用されるリチウム電池（充電可および充電不可）（2.3.2 から 2.3.5 および

表 2.3.A 参照）。 

 

LD-07 UN 3090 リチウム金属電池。リチウム金属単電池および組電池のエアー香港航空機の貨物としての輸送は禁止す

る。これは、梱包基準 968 の SectionⅠA、ⅠB および SectionⅡに適用される。この禁止事項は、以下には適用されない。 

・包装基準 969 および 970 に従い、機器と共に包装されたまたは機器に組み込まれたリチウム金属単電池 

または組電池（UN 3091）、および包装基準 965 から 967 に従っているリチウムイオン単電池および組電池（UN 3480 および 

UN 3481）、または 

・旅客または乗務員が携行する危険物の規定が適用されるリチウム電池（充電可および充電不可）（2.3.2 から 2.3.5 および

表 2.3.A 参照）。 

 

訂正 MK （エアーモーリシャス） 

新規追加 

MK-16 リチウムイオンまたはリチウム金属単電池または組電池は包装基準965、966、967、969および970のSectionⅡのみ

貨物としてエアーモーリシャスの航空機にて輸送を受託する。 

この禁止条項は以下には適用しない。 

１．旅客および乗員により携行される危険物についての規定が適用されるリチウム電池（表2.3.A） 

2．エアーモーリシャスの地上サービス部門により事前に許可された人道上の目的のため輸送される医療機器に組み込まれた

リチウム金属またはイオン単電池または組電池 

3．エアーモーリシャスの社用品（COMAT）として提出されたリチウム金属またはイオン単電池または組電池 

輸送物に添付すべき追加書類 

（a）包装基準965、966、967、969および970のSectionⅡについては、エアーモーリシャスの貨物営業部門から取得された書 
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式 Ref MK ELI/ELM/001 

 

訂正 MP（マーチンエアー・オランダ） 

新規追加 

MP-06 UN 3480 リチウムイオン電池は下部貨物室のユニットロードデバイス（ULD）に搭載されることが望ましい。このため

包装基準965 SectionⅡに従って準備されたUN3480 リチウムイオン電池を収納したULDで、荷送人により積みつけられた

ものが9.1.4.1（g）で許可される場合、下部貨物用ULDとして輸送に供されるのが望ましい。 

 

訂正 QF（カンタス航空） 

QF-05  UN 3090 の輸送－リチウム合金を含むリチウム金属単電池および組電池はカンタス航空貨物機で輸送することを

禁止する。これは包装基準 968 の SectionⅠA、ⅠB および SectionⅡに適用する。 

この禁止は以下には適用しないから適用免除される輸送は以下のとおりである。  

・包装基準 969 および 970 に従って機器と共に包装された、または機器に組み込まれた UN 3091，リチウム金属単電池およ

び組電池。 

・包装基準 965 に従って包装された UN 3480，リチウムイオン単電池および組電池。 

・包装基準 966 および 967 に従って機器と共に包装された、または機器に組み込まれた UN 3481，リチウムイオン単電池およ

び組電池、 

・旅客または乗務員が携行する危険物の規定が適用されたに従っているリチウム電池。 

新規追加 

QF-06 UN 3480 の輸送-リチウムポリマー電池を含むリチウムイオン単電池および組電池は貨物としてカンタス航空機で輸

送することを禁止する。これは包装基準 965 の SectionⅠA、ⅠB およびⅡに適用する。 

この禁止から適用免除される輸送は以下のとおりである。 

・A.O.G予備品として出荷されるUN 3480リチウムイオン電池（リチウムポリマー電池を含む）。 

◦“A.O.G Spares”の文言が危険物申告書の“Additional Handling Information”欄または危険物申告書が要求されな

い場合には航空貨物運送状の“Handling Information”か“Nature and Quantity of Goods”欄に記載されなけれ

ばならない。 

・緊急救命装置（他の輸送手段が使用できない場合）として出荷されるUN 3480 リチウムイオン電池（リチウムポリマー電池

を含む）。 

◦“Urgently required to Support Life-Saving Devices”の文言が危険物申告書の“Additional Handling Information”欄 

または危険物申告書が要求されない場合には航空貨物運送状の“Handling Information”か“Nature and Ｑｕａｎｔｉｔｙ 

of Goods”欄に記載されなければならない。 

上記適用免除される輸送は以下でなければならない。 

・それぞれ正味量100kg以下であること。 

・危険物規則書の関連部分に従っていること（たとえば使用される場合、危険物申告書）。 

・１航空機当たりの合計重量が100kg以下であること。 

・クラスC貨物室に搭載すること（下部貨物室のみ）。 

 

訂正 QK（ジャズ航空） 

QK-05 乗り物、機械またはその他の装置とは個別別個に、もしくは組み込まれて輸送される内燃機関は、その燃料タンク

または燃料系統が燃料を含んでいるまたは含んだことがある場合は、第9分類、UN 3166引火性液体を燃料とする内燃機

関（internal combustion, flammable liquid powered）、または第9分類、UN 3166 引火性液体を燃料とする乗り物

（Vehicle, flammable liquid powered）の該当するいずれかとして分類しなければならない。チェーンソー、芝刈り機、発電

機、船外モーターなどに限らない（包装基準950参照）。 

（JACIS誤植訂正） 



11 12

 

上記QK-05の一行目の文中：「・・・・・機械またはその他の装置とは個別別個に」（上記に記載済み） 

 

訂正 QR（カタール航空） 

QR-01 UN 1845、固形二酸化炭素（ドライアイス）は以下のとおり制限される。 

─ B777F以外の航空機については、1貨物室当たり最大200 kg（後部貨物室とバラ積み貨物室は合わせて1貨物室と考

える）。 

─ B777F－下部貨物室当たり400 kg（前方貨物室＋後方貨物室＋バラ積み貨物室の合計）。下部貨物室と上部貨物

室のドライアイスの合計量は1,000 kgを超えてはならない。（空欄） 

QR-06 包装基準950に従って輸送される乗り物はできるだけ燃料タンクの燃料の抜き取りを行わなければならないず、その

タンクに燃量が残る場合は、合計燃料タンク容量の1/8を超えてはならない。追加の燃料タンクは空でなければならない。

（空欄） 

新規追加 

QR-07 以下の危険物は貨物としての輸送を受託しない。 

・UN 3090―包装基準968のSectionⅠAおよびⅠBに従って準備されたリチウム合金単電池および組電池を含むリチウム金

属単電池および組電池。包装基準968のSectionⅡに従って準備されたUN 3090は輸送を受託する。 

・UN 3480―包装基準965のSectionIAに従って準備されたリチウムポリマー単電池および組電池を含むリチウムイオン単電

池および組電池。包装基準965のSection IBおよびSectionⅡに従って準備されたUN 3480は旅客機および貨物機の双 

方で受託される。 

 

訂正 RV（エアカナダルージュ） 

RV-05 乗り物、機械またはその他の装置とは個別別個に、もしくは組み込まれて輸送される内燃機関は、その燃料タンクま

たは燃料系統が燃料を含んでいるまたは含んだことがある場合は、第9分類、UN 3166引火性液体を燃料とする内燃機関

（internal combustion, flammable liquid powered）または第9分類UN 3166引火性液体を燃料とする乗り物（Vehicle, 

flammable liquid powered）の該当するいずれかとして分類しなければならない。チェーンソー、芝刈り機、発電機、船外モ

ーターなどに限らない（包装基準950参照）。 

（JACIS誤植訂正） 

上記RV-05の一行目の文中：「・・・・・機械またはその他の装置とは個別別個に」（上記に記載済み） 

 

訂正 ＳＱ（シンガポール航空/シンガポール航空貨物） 

SQ-07 UN 3090リチウム金属電池。リチウム金属単電池および組電池は、シンガポール航空の航空機で貨物としての輸送

は禁止する。これは、包装基準968のSectionⅠA、ⅠBおよびSectionⅡに適用される。さらに、包装基準969および包装基

準970のSectionⅠにしたがって準備されたリチウム金属単電池および組電池（UN 3091）のシンガポール航空の旅客機で貨

物としての輸送は禁止する。この禁止事項は以下には適用されない。 

・包装基準969および970のSectionⅡに従い、機器と共に包装されたまたは機器に組み込まれたリチウム金属単電池または

組電池（UN 3091）の旅客便での輸送、 

・包装基準965から966および967に従ったリチウムイオン単電池および組電池（UN 3480およびUN 3481）、または 

・旅客または乗務員が携行する危険物についての規定が適用されるリチウム電池（充電可および充電不可）（2.3.2-2.3.5お

よび表2.3.A参照）。 

新規追加 

SQ-12 UN 3480 リチウムイオン電池。二次（充電可）リチウムイオン組電池および単電池は旅客輸送機に搭載の貨物とし

ての輸送は禁止する（包装基準965参照）。この禁止は以下には適用しない。 

・旅客または乗務員が携行する危険物についての規定が適用されるリチウム電池（充電可および充電不可）（表2.3.A参照） 

 

訂正 TZ（スクート航空） 
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TZ-06 包装基準969および包装基準970のSectionⅠに従って準備されたリチウム金属単電池および組電池（UN 3091）

の貨物としての輸送は禁止する。この禁止事項は以下には適用されない。 

・包装基準969および970のSectionⅡに従い、機器と共に包装されたまたは機器に組み込まれたリチウム金属単電池または

組電池（UN 3091）、 

・包装基準965から966および967に従ったリチウムイオン単電池および組電池（UN 3480およびUN  3481）、または 

・旅客または乗務員が携行する危険物についての規定が適用されるリチウム電池（充電可および充電不可）（2.3.2から2.3.5

および表2.3.A参照）。 

新規追加 

TZ-07 UN 3480 リチウムイオン電池。二次（充電可）リチウムイオン組電池および単電池は貨物としての輸送は禁止する

（包装基準965参照）。この禁止は以下には適用しない。 

・旅客または乗務員が携行する危険物についての規定が適用されるリチウム電池（充電可および充電不可）（表2.3.A参 

照）。 

 

訂正 UA（ユナイテッド航空） 

新規追加 

UA-04 UN 3480 リチウムイオン電池、包装基準965 SectionⅠA、ⅠBおよびⅡ は貨物としての輸送は禁止する。 

・ユナイテッド航空の社用貨物は適用免除される。 

 

すべてのユーエス航空の例外規定は以下のとおり削除。 

US−US Airways（ユーエス航空） 

US-01 区分6.1の主危険性または副次危険性を有する物質は輸送を受託しない。 

US-02 いかなる規定によって定められている、いかなる形の有害廃棄物も輸送を受託しない（包装基準622および8.1.3.3

参照）。 

US-03 水銀気圧計（Mercurial barometers）は機内持ち込み手荷物または受託手荷物としての輸送は受託しない

（2.3.3.1参照）。 

US-04 回収容器での輸送は受託しない（5.0.1.6、6.0.6、6.7、7.1.4．、7.2.3.10参照）。 

US-05 区分5.1の副次危険性を有する区分2.2の非引火性ガスは輸送を受託しない（例外：社用品（COMAT）の部品お

よび補給品でDOT31FPの要件を満たすコンテナに収納された場合のみ）。 

US-06 区分6.2の病毒を移しやすい物質、カテゴリーA、infectious substance affecting animals（UN 2900）および 

infectious substance affecting humans（UN  2814）の輸送は受託しない（包装基準620参照）。 

 

訂正 VA （ヴァージン・オーストラリア） 

新規追加 

VA-03 リチウムイオン電池（UN 3480）は貨物として輸送禁止である。この禁止は以下には適用しない。 

・UN 3481 機器組み込みまたは機器と共に包装されたリチウムイオン電池、 

・UN 3091 機器組み込みまたは機器と共に包装されたリチウム金属電池、 

・旅客または乗務員が携行する危険物についての規定が適用されるリチウム電池（充電可および充電不可）（2.3.2から2.3.5

および表2.3.A参照）。 

 

訂正 WN（サウスウエスト航空） 

WN-01 サウスウエスト航空は、少量危険物（2.7参照）および微量危険物（2.6参照）の貨物を含め本規則により定められる

危険物の商業貨物は以下を除いて受託しない。 

・極微量危険物（De Minimis quantity）規定に従った貨物は許可される（2.6.10参照）、 

・UN 3480、UN 3481、UN 3091のリチウム電池貨物は、該当する包装基準のSectionⅡに従って包装された場合にのみ受 
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託する（包装基準965－966および967、包装基準969および970参照）、 

・UN 3373の貨物は許可される。輸送物がドライアイスにより冷却されている時は、ドライアイスの量は2.5 ㎏を超えてはならな

い。 

 

訂正 XW（ノック スクート航空） 

XW-06 包装基準969および包装基準970のSectionⅠに従って準備されたリチウム金属単電池および組電池（UN 3091）

は貨物としての輸送を禁止する。 

この禁止事項は以下には該当しない。 

・包装基準969および970のSectionⅡに従った機器と共に包装されたまたは機器に組み込まれたリチウム金属単電池およ 

び組電池（UN 3091）、 

・包装基準965から966および967に従ったリチウムイオン単電池および組電池（UN 3480およびUN 3481）、または 

・旅客または乗務員が携行する危険物の規定が適用されるリチウム電池（充電可および充電不可）（2.3.2から2.3.5および表

2.3.A参照）。 

 

 

第２章 

 

31頁 ― 2.3.5.9を以下のとおり訂正。 

2.3.5.9 電池を組み込んだ携帯電子機器（医療用機器を含む）（Portable Electronic Devices (Including Medical 

Devices) containing Batteries） 

個人使用を目的として旅客または乗務員により携行される、電池（バッテリー）を組み込んだ携帯電子機器（医療用機器を

含む）（腕時計、計算機、カメラ、携帯電話、ノートパソコン (lap-top computers)、ビデオカメラ等）。これらは機内持込手荷

物に入れ携行することが望ましい。予備の電池は、元々の小売用容器に入れるか、またはそうでなければ、例えばむき出しの

端子をテープで覆うか、または各電池を別々のプラスチック袋あるいは保護的な袋に入れるなどして端子を絶縁し、短絡を防

ぐよう個別に保護をしておかなければならない。予備の電池は機内持ち込み手荷物に入れたものしか輸送してはならない。さ

らにリチウム電池については、以下の条件に従うこと。 

(a)個々の機器に組み込まれた電池、または予備電池は、 

1．リチウム金属またはリチウム合金の電池については、リチウム内容量が2 g以下であること、または 

2．リチウムイオン電池については、ワット時定格値が100 Wh以下であること。 

(b)組電池および単電池は、UN Manual of Tests and Criteria, Part Ⅲ, subsection 38.3の要件に合致した型式のもので

なければならない、 

□  (c)リチウム金属またはリチウムイオンの単電池あるいは組電池を組み込んだ物品で、その主要な目的が他の機器に電力を供

給することであるものは機内持ち込み手荷物にのみ入れることが許可される。これらの物品は元々の小売用容器に入れ

るか、そうでなければ、例えば、むき出しの端子をテープで覆うか、または各電池を別々のプラスチック袋や保護的な袋に入

れるなどして端子を絶縁し、短絡を防ぐよう個別に保護をしておかなければならない。 

(d)リチウム電池を組み込んだ電子たばこは機内持ち込み手荷物に入れたものしか許可されない（2.3.5.17参照）。 

(e)機器を受託手荷物として持ち込む場合、旅客/乗務員は不慮の作動を防止する措置を取らなければならない。 

 

33頁 ― 2.3.5.17を以下のとおり新規追加。 

2.3.5.17 電池を内蔵する電子たばこ（Electronic Cigarettes Containing Batteries） 

個人使用を目的として旅客または乗務員により携行される、電池を組み込んだ電子葉巻を含む電子たばこおよびその他の 

個人用蒸気吸入器は機内持ち込み手荷物にのみ入れなければならない。機内において、これらの機器および/または電池 

を充電することは許可されないしまた旅客および乗務員は偶発的な作動を防ぐ手段を講じなければならない。予備電池は 

元々の小売用容器に入れるか、そうでなければ、例えば、むき出しの端子をテープで覆うか、または各電池を別々のプラスチッ 
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ク袋や保護的な袋に入れるなどして端子を絶縁し、短絡を防ぐよう個別に保護をしておかなければならない。そして機内持ち 

込み手荷物にのみ入れなければならない。さらにリチウム電池については以下の条件に従うこと。 

(a)個々の機器に組み込まれた電池、または予備電池は、 

1．リチウム金属またはリチウム合金の電池については、リチウム内容量が2g以下であること、または 

2．リチウムイオン電池については、ワット時定格値が100 Wh以下であること。 

(b)組電池および単電池は、UN Manual of Tests and Criteria, Part Ⅲ, subsection 38.3の要件に合致した型式のもので

なければならない。 

 

29頁 ― 表2.3.A（続）の下記位置へ電子たばこを追記。 

持ち込み手荷物として認められるか 

 受託手荷物として認められるか 

  身につけて搭乗できるか 

   航空会社の認可を必要とするか 

    搭載位置を機長に通知することが要求されるか 

YES NO YES NO NO 電子たばこ（電子葉巻、電子パイプ、他の個人用蒸気吸入器を含む）電池を組み込んだものは、
偶発的な作動を防ぐように個別に保護されていなければならない。 

YES YES YES NO NO 省エネ型ランプ 個人または家庭用を意図した小売用容器に入っている場合。 

 

 

第 4 章 

4.2 危険物リスト 

313 項 ― UN 1793 の K 欄（CAO）の包装基準を 855 から 856 へ修正。 

 

 

                                                                 

以上 
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